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研究要旨 
平成 27 (2015)年の難病法施行に伴い、臨床調査個人票データベースは新しい指定難病デー

タベースとなり、ベーチェット病の更新データに症状の項目や治療法についての項目が追加

された。これにより、新規と更新の有症状割合が比較可能となった。指定難病ベーチェット病

の 2015～17 年度データの利用申請を行い、新規・更新データを用いて皮膚の各有症状割合を

確認し、新規申請データについては過去に報告した分析結果と比較した。結節性紅斑様皮疹

の有症状割合(新規)は 2015～17 年男女計 49.2～53.7%で 2010 年と比べて変化していないと

思われる。男性の有症状割合は 2015～17 年 40.5～47.7%で 2010 年と比べてやや増加してい

る可能性があり。女性の 2015～17 年の有症状割合は 56.7～59.4%で 2010 年と比較して変化

していないと思われる。2015～17 年更新データの結節性紅斑様皮疹有症状割合は男女合計で

40.4～42.8%と、新規データより低かった。男性で 33.0～34.2%、女性で 46.1～50.2%で、男

性より女性の方が有症状割合は高く、いずれも新規データより更新データの方が有症状割合

は低いことがわかった。皮下の血栓性静脈炎(新規)の有症状割合は 2015～17 年男女合計で

8.5～13.2%と幅があり、今後累積される同データで確認する必要がある。男性の有症状割合

は 2015～17 年 8.2～9.6%で、2010 年と比べてやや減少している可能性がある。女性の有症

状割合は 2015～17 年 8.7～15.6%と幅があり、引き続き確認が必要である。2015～2017 年

更新データの皮下の血栓性静脈炎の有症状割合は男女合計で 9.8～10.2%、新規データとの差

は認められなかった。男性の有症状割合は 10.3～10.7%、女性の有症状割合は 9.4～9.9%、男

性は新規データよりやや高く、女性ではやや低い可能性がある。毛嚢炎様皮疹，痤瘡様皮疹

(新規)の有症状割合は男女合計 59.6%、2015～17 年は 57.3～62.6%、いずれも 2010 年と比

べて変化していないと思われる。男性の有症状割合は 2015～17 年 59.5～65.3%、女性の有症

状割合は 2015～17 年 55.4～60.3%、2010 年と比べて変化していないと思われる。2015～17
年更新データの毛嚢炎様皮疹，痤瘡様皮疹の有症状割合は男女合計で 41.4～46.3%、新規申

請データと比べて有症状割合は低かった。新規データと更新データの有症状割合の差異につ

いては治療の効果等の検討に用いることができる可能性がある。今後、皮膚症状を有する症

例に選択されている治療法や副症状(関節炎等)の有無についての分析を継続する。 

A. 研究目的 
難病の医療費自己負担軽減のために、申請時

に提出される臨床調査個人票は平成 26 年まで

の特定疾患については厚労省でデータベース

化されており、当班では以前より利用申請を行

い、臨床疫学像を確認し報告してきた。平成 27 
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(2015)年の難病法施行に伴い、臨床調査個人票

データベースは新しい指定難病データベースとな

り、ベーチェット病の認定基準には重症度が加

わり、StageⅡ以上が医療費助成の対象となっ

た。また、更新データに症状の項目や治療法に

ついての項目が追加された。 
一昨年度、難病法施行前後のベーチェット病

医療受給者の重症度(Stage)の変化を報告 1)し、

作年度は各主症状を有する割合の推移や 2015
年以降の臨床疫学像 2)を確認した。今年度は皮

膚の各有症状割合を確認した。 
対象疾患の臨床疫学像を確認することは難

病研究班の方針を決定する上での基本情報で

あり、ガイドライン作成・改定時の必須情報で

ある。本研究班で開始したレジストリーに資す

ることも本研究の目的とする。 
 
B. 研究方法 

2020 年に 2015～17 年度の指定難病ベーチ

ェット病データを入手した。過去に報告した臨

床調査個人票分析結果 3,4)と 2015～17 年度の

ベーチェット病データの皮膚の有症状割合、お

よび 2015年度データから可能となった更新者

の皮膚症状について確認した。 
（倫理面への配慮） 

個人を識別できる情報（氏名、住所、電話番

号など）については利用申請していない。本研

究の実施計画は順天堂大学 (順大医倫第

2019148 号、2019 年 11 月 1 日)(順大医倫第 
2020287 号、2021 年 3 月 4 日)(研究課題番

号 M19-0161、2021 年 12 月 2 日) の倫理審査

委員会の承認を得た。 
 
C. 研究結果とD 考察 
 表 1 は性別・申請年別にみた結節性紅斑様

皮疹の有症状割合(新規)である。2010 年は男

女合計で 50.7%、2015～17 年は 49.2%～53.7%

で、2010 年と比べて変化していないと思われ

る。男性の有症状割合は 2010 年 40.7%であっ

たが、2015～17年は 40.5%～47.7%で 2010年と

比べてやや増加している可能性がある。女性の

有症状割合は男性と比べて高く、2010 年は

57.9%、2015～17 年は 56.7%～59.4%で 2010 年

と比較すると変化していないと思われる。   

表 2に性別・申請年別にみた結節性紅斑様皮

疹の有症状割合(更新)を示す。2015 年以降、臨

床調査個人票の更新データに症状の項目が追

加され、新規と更新データの有症状割合を比較

することが可能になった。2015～2017 年更新

データの結節性紅斑様皮疹有症状割合は男女

合計で 40.4%～42.8%で、新規申請データより

低かった。男性の有症状割合は 33.0%～34.2%、

女性の有症状割合は 46.1%～50.2%で、女性の

方が高く、男女とも新規データの有症状割合よ

り低いことがわかった。 

表 3に性別・申請年別にみた皮下の血栓性静

脈炎の有症状割合(新規)を示す。2010 年は男

女合計で 11.1%、2015～17 年の有症状割合は

8.5%～13.2%と幅があり、今後累積される同デ

ータで引き続き確認する必要がある。 

男性の有症状割合は 2010 年 11.4%であった

が、2015～17年は 8.2%～9.6%で 2010年と比べ

てやや減少している可能性がある。女性の有症

状割合は 2010年 10.8%、2015～17年は 8.7%～

15.6%と幅があり、男女とも引き続き確認する

必要がある。 

表 4に性別・申請年別にみた皮下の血栓性静

脈炎の有症状割合(更新)を示す。2015～2017

年の皮下の血栓性静脈炎の有症状割合は男女

合計で 9.8%～10.2%で、新規申請データとの差

は認められなかった。男性の有症状割合は

10.3%～10.7%、女性の有症状割合は 9.4%～

9.9%で、男性は新規データよりやや高く、女性

ではやや低い可能性があるが、引き続き確認が

必要である。 

表 5 に性別・申請年別にみた毛嚢炎様皮疹，
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痤瘡様皮疹の有症状割合(新規)を示す。2010

年は男女合計で 59.6%、2015～17年は 57.3%～

62.6%で、2010年と比べて変化していないと思

われる。男性の有症状割合は 2010 年 61.7%、

2015～17 年は 59.5%～65.3%で大きく変化して

いないと思われる。女性の有症状割合は 2010

年 58.1%、2015～17 年は 55.4%～60.3%で変化

していないと思われる。 

表 6に毛嚢炎様皮疹，痤瘡様皮疹の有症状割

合(更新)を示す。2015～17年の毛嚢炎様皮疹，

痤瘡様皮疹の有症状割合は男女合計で 41.4%

～46.3%で、新規申請データと比較すると有症

状割合は低かった。男性の有症状割合は 43.3%

～46.9%、女性の有症状割合は 40.0%～45.9%で、

男性の方が女性よりやや高い可能性があるが

引き続き確認が必要である。また、男女とも新

規データより更新データの方が有症状割合は

低いことが分かった。 

 新規データと更新データの有症状割合の差

異については治療の効果等の検討に用いるこ

とができる可能性がある。また今後、皮膚症状

を有する症例に選択されている治療法や副症

状(関節炎等)の有無についての分析を継続す

る。 
本稿に示した結果は筆者がデータを元に

作成したもので、厚生労働省が作成・公表し

ている統計等とは異なる。 
  
E. 結論 
 平成 27 (2015)年の難病法施行に伴い、臨床

調査個人票データベースは新しい指定難病デ

ータベースとなり、ベーチェット病の更新デー

タに症状の項目や治療法についての項目が追

加された。ベーチェット病の 2015～17 年度デ

ータの利用申請を行い、新規・更新データを用

いて皮膚の各有症状割合を確認し、新規申請デ

ータについては過去に報告した分析結果と比

較した。 

結節性紅斑様皮疹の有症状割合 (新規 )は
2015～17 年男女計 49.2～53.7%で 2010 年と

比べて変化していないと思われる。男性の有症

状割合は 2015～17 年 40.5～47.7%で 2010 年

と比べてやや増加している可能性がある。女性

の 2015～17年の有症状割合は 56.7～59.4%で

2010 年と比較して変化していないと思われる。 
2015～17 年更新データの結節性紅斑様皮疹

有症状割合は男女合計 40.4～42.8%で、新規申

請データより低かった。また、男性より女性の

方が有症状割合は高かった。 
皮下の血栓性静脈炎(新規)の有症状割合は

2015～17 年男女合計で 8.5～13.2%と幅があ

り、今後累積される同データで確認する必要が

ある。男性の有症状割合は 2010 年と比べてや

や減少している可能性がある。 
2015～17 年更新データの皮下の血栓性静脈

炎の有症状割合は新規データとの差は認めら

れなかった。男女別に見ると、男性は新規デー

タより更新データの方がやや高く、女性ではや

や低い可能性がある。 
毛嚢炎様皮疹，痤瘡様皮疹(新規)の 2015～

17 年有症状割合は 2010 年と比べて変化して

いないと思われる。更新データの毛嚢炎様皮疹，

痤瘡様皮疹の有症状割合は新規申請データと

比較すると低かった。性別に比較すると、男性

の方が女性よりやや高い可能性がある。 
新規データと更新データの有症状割合の差

異については治療の効果等の検討に用いるこ

とができる可能性がある。今後、皮膚症状を有

する症例に選択されている治療法や副症状(関
節炎等)の有無についての分析を継続する。 
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表 1. 性別・申請年別にみた結節性紅斑様皮疹の有症状割合(新規) 

申請年 男(%) 女(%) 計(%) 

2010 165/405 (40.7%) 326/563 (57.9%) 491/968 (50.7%) 

2015 143/353 (40.5%) 234/413 (56.7%) 377/766 (49.2%) 

2016 157/329 (47.7%) 218/377 (57.8%) 375/706 (53.1%) 

2017   71/156 (45.5%) 133/224 (59.4%) 204/380 (53.7%) 

性別不明を除く 

 

表 2. 性別・申請年別にみた結節性紅斑様皮疹の有症状割合(更新) 

申請年 男(%) 女(%) 計(%) 

2015 1302/3943 (33.0%) 2437/5319 (45.8%) 3739/ 9262(40.4%) 

2016 1509/4486 (33.6%) 2722/5908 (46.1%) 4231/10394(40.7%) 

2017  496/1452 (34.2%)  839/1670 (50.2%) 1335/ 3122(42.8%) 

性別不明を除く 

 

表 3. 性別・申請年別にみた皮下の血栓性静脈炎の有症状割合(新規) 

申請年 男(%) 女(%) 計(%) 

2010 46/405 (11.4%) 61/563 (10.8%) 107/968 (11.1%) 

2015 29/353 ( 8.2%) 36/413 ( 8.7%) 65/766 ( 8.5%) 

2016 28/329 ( 8.5%) 41/377 (10.9%) 69/706 ( 9.8%) 

2017 15/156 ( 9.6%) 35/224 (15.6%) 50/380 (13.2%) 

性別不明を除く 

 

表 4. 性別・申請年別にみた皮下の血栓性静脈炎の有症状割合(更新) 

申請年 男(%) 女(%) 計(%) 

2015 407/3943 (10.3%) 502/5319 (9.4%) 909/ 9262( 9.8%) 

2016 477/4486 (10.6%) 587/5908 (9.9%) 1064/10394(10.2%) 

2017 155/1452 (10.7%) 158/1670 (9.5%) 313/ 3122(10.0%) 

性別不明を除く 

 

表 5. 性別・申請年別にみた毛嚢炎様皮疹，痤瘡様皮疹の有症状割合(新規) 

申請年 男(%) 女(%) 計(%) 

2010 250/405 (61.7%) 327/563 (58.1%) 577/968(59.6%) 

2015 210/353 (59.5%) 229/413 (55.4%) 439/766(57.3%) 

2016 215/329 (65.3%) 221/377 (58.6%) 436/706(61.8%) 

2017 103/156 (66.0%) 135/224 (60.3%) 238/380(62.6%) 

性別不明を除く 
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表 6. 性別・申請年別にみた毛嚢炎様皮疹，痤瘡様皮疹の有症状割合(更新) 

申請年 男(%) 女(%) 計(%) 

2015 1713/3943 (43.3%) 2126/5319 (40.0%)  3839/9262(41.4%) 

2016 2024/4486 (45.1%) 2505/5908 (42.4%) 4529/10394(43.6%) 

2017  681/1452 (46.9%)  766/1670 (45.9%) 1447/ 3122(46.3%) 

性別不明を除く 

 
 
 


